
京都府立医科大学医学部看護学科ディプロマポリシー（学位授与方針） 

 

医学部看護学科では、「世界トップレベルの医学を地域へ」の理念のもと、学習を通して

生命及び人間の尊厳を基盤に豊かな人間性と創造性を培うとともに、専門知識や技術など

看護専門職としての総合的な能力を有し、看護学の発展及び保健医療と福祉、地域社会の

向上に貢献できる人材を育成している。  

 これに基づき、学年ごとに定められた進級要件を満たし、卒業に必要な所定の単位を修

得した上で、以下の見識と能力を修得した者に、学位を授与する。  

１ 豊かな人間性を備え、全人的な看護を展開できること  

  看護学は人間を対象とするため、人間をどのように理解できるかが重要な鍵となる。

そのために豊かな教養と人間性を備え、奥深い専門的知識や技術など幅広い視野と洞察

力をもち、人間を全体的・統合的に捉え、倫理観をもって全人的な看護を展開すること

のできる能力を育成することを目指している。  

２ 科学的思考に基づいた判断能力を育て、主体的に看護が実践できること  

  看護学は実践の科学であり、それゆえ専門的な知識・技術・態度はもとより、科学的

思考に基づいた判断能力や問題解決能力を育て、主体的・創造的に看護が実践できる能

力を育成することを目指している。  

３ 保健・医療・福祉の連携を図り、看護が実践できること  

  地域社会における看護ニーズは益々拡大しており、それらに対応できるように、保健・

医療・福祉の連携や調整を図り、協調しながら看護が実践できる能力を育成することを

目指している。  

４ 国際的な視野で健康問題を捉えて看護を考えられること  

  国際化の進む中で、豊かな国際感覚、高いコミュニケーション能力を持ち、国際的な

視野で健康問題を捉えて看護を考えられる能力を育成することを目指している。  


